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【ネットワーク促進部】 
<他企業・団体と連携した専門家派遣事業>  
★国が認証する唯一の情報セキュリティ認証「技術情報管理認証制度（TICS）」は、
認証取得を希望する法人のための専門家派遣（無料）を経済産業省が実施中（1 月末
申込締切）です。今年度から国が認証基準を改定し、新たに「自工会・部工会サイバ
ーセキュリティガイドライン」のレベル１（50 項目）を新基準に含めたことから、特
に自動車業界のサプライチェーンに繋がる中小企業に有効かつ注目される制度となり
ました。当協会は今年度も全国の ITCの方々（65 名が登録）の協力を得て現在 13 社
に対して約 30 回の専門家派遣（指導助言）を実施中で、専門家派遣終了後は、認証機
関から委託された認証審査・更新審査を実施してまいります。セキュリティ対策のレ
ベルアップを目指す中小企業の方に本制度をご紹介いただければ幸いです。（松下担
当）  
  
★デジタル庁の”デジタル推進委員の取り組み”は、誰もがデジタル社会の恩恵を享受
できる環境を構築するために、幅広く国民運動として展開していくことを目指し令和
4 年にスタートしました。ITC協会は、”地域コミュニティの活性化を図る取り組みを
行う団体等”に登録し、デジタル推進委員応募への取り組みに協力しています。9 月よ
り応募受付を再開し、現在 19 名の応募がありました。（2023 年度 271 名任命、合計
290 名）毎月 20 日応募受付締め、翌月初にデジタル庁に申請いたします。デジタル推
進委員同士の交流や情報交換に活用できる”オンラインコミュニティ”や”オンライン交
流会”も定期開催していて、直近のオンライン交流会では、「事例・ナレッジ紹介」等
をテーマに開催されます。活動は無報酬のボランティアになりますが、“誰もがデジタ
ル社会の恩恵を享受する環境作り”に貢献したいと思われる ITCの皆さんの応募を引き
続きお待ちしております。（石井担当） 
 
＜ビジネスマッチング＞ 
★関東経済産業局主催の数理・データサインス・AI教育強化拠点コンソーシアム関東
ブロックにおいて、「デジタル人材育成に向けた産学連携交流会プログラム」（開催
日：2024 年 12 月 9日、16 大学・21 社が参加）が開催されます。弊協会も、企業内
ITCの方々とともに、この交流会に参加いたします。本交流会を通じて、弊協会は地
域企業の DX 推進に必要なデジタル人材育成プラットフォーム構築を支援できればと
考えています。（松田担当） 
 
<自治体関連取り組み> 
★自治体支援WGは 11 月休会でしたが、年度内 2 月開催を目標に新たな研修を製作



中です。ITCの皆さんがこれまで培ってきた専門的な経験、知識を自治体支援の場で
活用していただきたいと考えています。年内ないし年始にはご案内ができると思いま
すのでもう少しお待ちください。（山川担当） 
 
<金融機関関連取り組み> 
★11 月 15日、第 3 回金融機関連絡会コミュニティ準備会を開催いたしました。次年
度の本格活動に向けたプレイベントを 2 月に開催する計画を立て、その準備が進んで
います。全国の金融機関職員 ITC の、学びの場、課題解決の場、情報収集の場になる
コミュニティを目指してまいります。プレイベントのご案内は年内に、金融機関職員
ITCの皆さまにお送りする予定です。（山川担当） 
 
 

【研修制度デザイン部】 
<試験、研修等>  
★ITC試験関連では、2024 年度第 2 期試験（第 54 回）は 2025 年 1 月 23 日（木）～
3 月 10 日（月）実施予定です。試験の申込方法についてのお問い合わせも増えてきて
おりますので、ホームページでも分かりやすくご案内してまいります。  
また新 PGL.Ver.4.0 に準拠した内容での対応となります来年 8 月（第 55 回）試験に向
けて着々と準備を進めております。ITC試験プロモーション活動の一環としては、ア
イティメディア株式会社キーマンズネットでの“ITC試験対策用・模擬試験問題”入れ
替えの準備をしております。  
★2024 年度第 2 期ケース研修の申込者数は 307 名となり、前年同時期より 38 名減と
なりました。今年度計画(1,000 名)に向けて引き続き集客活動に努めてまいります。  
2025 年度より運用開始予定の新ケース研修の教材作成、また PGL Ver.3.0、Ver.3.1 で
のインストラクタ資格保有者を対象とした移行研修の準備も進めています。  
★フォローアップ研修では、2022 年度に資格認定された方で、フォローアップ研修の
お申込みが完了していない方に、3 月末に受講期限を迎える旨のご案内をメールいた
しました。2022 年度に資格認定された方は、来年度の資格更新にあたり、規程に則っ
た回数の受講が必要となります。すでに残席が少なくなっている講座もございますの
で、お早めにご受講ください。  
★ITCA研修では、11 月 7 日に『プレイングマネジャーの働き方セミナー』と題して
セミナーを開催いたしました。本セミナーではプレイングマネジャーをテーマにして
社労士でもある講師より課題や事例をご講演いただきました。また、11 月 20日には
『中小企業 DX の課題と今後』と題し、多方面でご登壇している講師をお迎えしてセ
ミナーを開催いたしました。セミナーでは DX 事例だけでなく、実際に多く使われて
いるツールやサービスもご紹介いただき、参加者からは多くの気づきがあったとのお
声をいただきました。ITCA研修では引き続き、ITCのスキル向上に有益なセミナーを
企画していきますので、ぜひ HP をご確認いただき受講をご検討ください。  



（ITCAセミナー）  
→ https://www.itc.or.jp/foritc/seminar/itcakenshu_live.html  
  
<中小企業共通 EDI に関する取り組み（鈴木、野田担当）>  
★中小企業共通 EDI 準拠製品・サービス認証制度の第５回公募を開始しました。EDI
関連製品・サービス、仕入購買・販売管理システムを開発・提供されているベンダー
の皆様は、是非とも認証取得をご検討ください。また、皆様のお知り合いの IT ベンダ
ーにもお勧めください。 応募期限は 2025 年 1 月 31 日（金）となっております。  
第５回認証制度公募ページ（説明会動画公開中） 
→ https://www.edi.itc.or.jp/ninsho-koubo-5  
★2024 年度第２回目の EDI推進サポータ研修の受講申込の受付を開始しました。当セ
ミナーは、2020 年 1 月にスタートし今年で 5 年目となり、通算で 25 回目の開催とな
ります。これまでに 300 名以上の共通 EDI 推進サポータを輩出しておりますが、中小
企業を非効率なアナログによる受発注・請求業務から救うにはまだまだ足りません。
ITCの皆様におかれましては、是非、共通 EDI推進サポータとなって頂き中小企業を
救ってください。  
開催日:2025 月 2 月 27日（木）オンライン形式（詳細・お申込みはこちら） 
→ https://www.itc.or.jp/foritc/seminar/edi2024.html  
  ★IT コーディネータ京都主催の共通 EDI 紹介セミナーが 11 月 27日に開催されまし
た。セミナーでは、共通 EDI事務局からは「中小企業共通 EDIのめざすもの」と題し
て基調講演を、株式会社エクス様からは共通 EDIプロバイダサービスと導入事例の紹
介およびデモを、主催者の ITC京都からは中小企業共通 EDIに関するこれまでの取り
組みと今後の推進方針のご紹介がありました。是非、皆様の組織でも同様のお取り組
みをご検討ください。ITCA共通 EDI事務局としてもご支援致します。  
セミナーの詳細はこちら 
→ https://www.itc-kyoto.jp/news/2024/2024102801/  
★「つなぐ IT コンソーシアム」では、11 月 22 日に第４回の勉強会を開催しました。
今回は、「共通 EDIプロバイダと業務アプリの連携事例（２）」として『製造業におけ
る受発注業務の事例』を株式会社エクス様から、また『共通 EDI ツール提供企業と導
入支援グループとの協業について』と題して共通 EDI 推進サポータネットワーク様か
ら講演していただきました。  
  
【コミュニティデザイン部】  
<資格認定>  
★ IT コーディネータ資格取得を目指す方に向けて、資格取得者の声をWeb 上で公開
しています。資格取得者の声では、資格取得のきっかけや苦労したこと、良かったこ
と、そして今後の展望などをコラム形式で掲載しています。 
→ https://www.itc.or.jp/authorize/promotion/  
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今年は 2023 年度認定者を対象に、IT コーディネータ資格取得の PR コラムを募集し
ています。PR コラムのWeb 掲載で執筆者には 2 ポイント取得できます。コラム執筆
をご希望の方は、ぜひ弊協会までお問い合わせください。  
  
<会員>  
★引き続き IT コーディネータ協会の運営に主体的に関与頂くことを主たる目的として
2024 年度会員を募集しております。なお、個人正会員の方には例年開催している
【ITC Conference】(今年は 11 月 29 日、30 日に開催しました)の会員価格でのお申込
みや、資格維持に役立つ各種研修の会員価格でのお申込みや、情報工場様が配信して
いる SERENDIPサービスの無料購読、年間 2 ポイント付与される協会機関誌「架け
橋」の無料購読等、各種特典も付いております。  
特典の詳細はこちら  
→ https://www.itc.or.jp/guidance/special/  
お申し込みは ITC+メンバーページからお申込みいただけます。  
→ https://itca.my.site.com/ITCPLoginPage  
皆様のご入会を心よりお待ち申し上げております。  
  
<経理>  
★デジタル経営と DX の推進からペーパーレス化を一層推進すべく、請求書の受領業
務についてアウトソーシング(BillOne 利用)をすることとなりました。メールを発信し
てご案内を開始しておりますが、既にご対応をいただいているお取引先様(届出組織や
ITCの皆様)もいらっしゃり感謝しております。今後ともご理解とご協力を賜りますよ
う何卒よろしくお願いいたします。  
  
<システム>  
★今年の ITCカンファレンス 2024 は、去年の反省を踏まえて高品質な Vimeoと
Youtube を使ったライブ配信にてお届けしました。問題もなくスムーズな映像を皆様
にお届けできたと思います。  
  
 

【広報室】 
★23 回目を迎える『ITCカンファレンス』を、11 月 29日（金）30 日（土）の両日、
秋葉原 UDX Conference にて開催いたしました。昨年同様、会場と並行してオンライ
ンで同時配信するハイブリッド形式とし、また５年ぶりに交流会を実施するなど、2
日間で延べ 1,600 名を超える方にご参加いただきました。今回は「デジタル経営を実
現するための企業変革とは」をテーマに、デジタル経営推進に向けて優れた知見を発
表されている有識者の方々にご講演をいただいたほか、昨年に引き続き ITCA 表彰に
て DX 認定支援賞はじめ５部門の表彰と事例発表、また金融機関 ITCによるパネルデ



ィスカッションなど、全国で活躍する ITCに多く登壇いただくプログラムといたしま
した。現在、参加者アンケートの回答をとりまとめ中ですが、来年も多くのご意見を
もとに、企画・プログラムを充実させてまいりたいと思います。 
ITCA表彰の結果はこちら 
→ https://www.itc.or.jp/itc_conf/itcaaward2024.html 
 
★全国の ITCとの一体感を更に醸成し活動の活性化を図るため、またより多くの方や
企業に ITC を広く認知していただくため、2 月 1 日を「IT コーディネータの日」とし
て日本記念日協会に登録をいたしました。早速来年の 2025 年 2 月 1日（土）に全国
の ITCとディスカッションで交流を図るイベント「ITC Synergy Forum」を開催いた
します。過日お知らせしたとおりディスカッションテーマを募集していますが、年明
けにはテーマ発表および参加者を募りますので、ぜひ積極的なご参加をよろしくお願
いいたします。 
→ https://www.itc.or.jp/news/20241112.html 
また上述した ITCカンファレンスの交流会において、記念日登録証の授与式を行いま
した。その模様はこちら 
→ https://www.kinenbi.gr.jp/mypage/5749 
 
★次回のデジタル経営カンファレンスは 12 月 6 日近畿開催となります。年内は以上
となり年が明けた１月～３月開催分では開催日程や概要が確定したものもございま
す。デジタル経営カンファレンスは、地域の支援機関連携による ITCの顧客開拓も含
めさまざまな効果がございますので、地域の開催には積極的にご参加ください。  
（デジタル経営カンファレンス）  
→ https://www.itc.or.jp/society/it2024.html  
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